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				がん患者のうち放射線治療をうけた割合 カンジャホウシャセンチリョウワリアイ

		本邦 ホンポウ		25%

		米国 ベイコク		66%
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放射線治療科専攻医数
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				放射線治療科専攻医数 ホウシャセンチリョウカセンコウイスウ

		2014		4

		2015		2

		2016		3

		2017		5

		2018		1

		2019		3

		2020		2

		2021		2

		2022		5

		2023		3
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		甲状腺
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		膵臓

		前立腺

		肝・胆

		直腸・肛門管

		中枢神経
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				売上高

		食道 ショクドウ		126

		甲状腺 コウジョウセン		84

		肺・縦隔 ハイジュウカク		46

		膵臓 スイゾウ		44

		前立腺 ゼンリツセン		18

		肝・胆 キモイ		16

		直腸・肛門管 チョクチョウコウモンカン		16

		中枢神経 チュウスウシンケイ		13

		その他 タ		25
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グラフ1

		女性
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人数
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				人数 ニンズウ

		女性 ジョセイ		20

		男性 ダンセイ		43
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